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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　釣り糸を前方に繰り出すスピニングリールであって、
　リール本体と、
　前記リール本体に前後移動可能に支持されるスプール軸と、
　外側に前記釣り糸が巻き付けられる糸巻き胴部、及び前記糸巻き胴部の前側に設けられ
る前フランジ部を、有し、前記スプール軸に取り付けられるスプールと、
　前記スプールの内側に収容され前記スプールの回転を制動する制動部材、及び前記スプ
ール軸の先端に取り付けられ前記制動部材の摩擦結合力を調節するドラグ調節体を、有す
るドラグ機構と、
　弾性変形可能であり、前記前フランジ部と前記ドラグ調節体との間に形成される空間を
塞ぐように前記ドラグ調節体側から前記前フランジ部へ向けて突設され、前記前フランジ
部に当接可能であるシール部材と、
を備え、
　前記シール部材の先端部が前記前フランジ部に当接した状態で、前記シール部材の先端
側後面は、前記前フランジ部に当接可能であり、
　前記前フランジ部は、径方向内側に設けられる突起部を、有し、
　前記シール部材の先端部は、前記突起部に当接する、
スピニングリール。
【請求項２】
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　前記前フランジ部は、前記スプール軸から離れる方向に延びる鍔部と、前記糸巻き胴部
及び前記鍔部を接続する接続部とを、有し、
　前記突起部は、前記径方向内側において、前記鍔部及び前記接続部の少なくともいずれ
か一方に、設けられる、
請求項１に記載のスピニングリール。
【請求項３】
　前記突起部は、前記鍔部及び前記接続部の少なくともいずれか一方から前方に、突出し
ている、
請求項２に記載のスピニングリール。
【請求項４】
　前記突起部の先端部は、前記スプール軸に向けて折れ曲がっている、
請求項３に記載のスピニングリール。
【請求項５】
　前記前フランジ部は、前記スプール軸から離れる方向に延びる鍔部と、前記糸巻き胴部
及び前記鍔部を接続する接続部とを、有し、
　前記接続部は、前記シール部材の先端側後面に当接可能である当接平面を、有している
、
請求項４に記載のスピニングリール。
【請求項６】
　前記ドラグ調節体は、前記スプール軸の先端に螺合される調節ツマミと、前記調節ツマ
ミに配置され前記シール部材の前面に当接可能な当接部材と、前記当接部材を前記調節ツ
マミに固定する固定部材とを、有する、
請求項１から５のいずれか１項に記載のスピニングリール。
【請求項７】
　前記固定部材は、ねじ部及び頭部を、有し、
　前記調節ツマミは、前記ねじ部が螺合されるボス部を、有し、
　前記当接部材は、前記ボス部が挿入され且つ前記調節ツマミ及び前記頭部によって挟持
される挟持部を、有する、
請求項６に記載のスピニングリール。
【請求項８】
　前記ボス部は、本体部、及び前記本体部の外周に設けられる大径部を、有し、
　前記挟持部は、前記頭部及び前記大径部によって、挟持される、
　請求項７に記載のスピニングリール。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、釣り糸を前方に繰り出すスピニングリールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のスピニングリールは、リール本体と、スプール軸と、スプールと、ドラグ機構と
、シール部材とを、備えている（特許文献１を参照）。このスピニングリールでは、スプ
ール軸は、リール本体に前後移動可能に支持されている。スプールは、スプール軸に取り
付けられる。スプールは、糸巻き胴部と、糸巻き胴部の前側及び後側に設けられるフラン
ジ部とを、有している。ドラグ機構は、スプールの回転を制動するためのものであり、ス
プールの内側に収容される。ドラグ機構は、スプールの回転を制動する制動部材と、スプ
ール軸の先端に取り付けられ制動部材の摩擦結合力を調節するドラグ調節体とを、有して
いる。シール部材は、ドラグ調節体と制動部材との間において、スプールの糸巻き胴部の
内側に配置される。このシール部材の先端部を、糸巻き胴部の内周面（正確にはフランジ
固定部材の内周面）に当接させることによって、スピニングリール前方からドラグ機構の
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制動部材への異物の侵入が防止されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２０４６４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来のスピニングリールでは、スピニングリール前方からドラグ機構の制動部材への異
物の侵入を防止するために、シール部材の先端部をスプールの糸巻き胴部の内周面に当接
させていた。この場合、シール部材の先端部を糸巻き胴部の内周面に当接させるために、
リール部材の基端部から先端部に至るまでの全体を、糸巻き胴部の内側に配置する必要が
ある。すなわち、シール部材全体を糸巻き胴部の内側に配置するためのスペースを、糸巻
き胴部の内側に確保する必要がある。このため、スプールの糸巻き胴部の外径が大きくな
ってしまい、十分な糸巻き量を確保できないおそれがあった。
【０００５】
　一方で、従来の構成では、シール部材の先端部だけをスプールの糸巻き胴部の内周面に
当接させるだけであった。すなわち、シール部材の先端部は、糸巻き胴部の内周面におい
て周方向に線接触していた。このため、異物がシール部材の前方から侵入してきた場合、
シール部材に対する異物の押圧力の大きさによっては、異物が糸巻き胴部の内側に侵入し
てしまうおそれがあった。
【０００６】
　本発明は、上記のような問題に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、スプー
ルに釣り糸を十分に巻き付けることができるスピニングリールを、提供することにある。
本発明の別の目的は、スプールの内側への異物の侵入を確実に防止できるスピニングリー
ルを、提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　発明１に係るスピニングリールは、釣り糸を前方に繰り出すスピニングリールである。
本スピニングリールは、リール本体と、スプール軸と、スプールと、ドラグ機構と、シー
ル部材とを、備えている。スプール軸は、リール本体に前後移動可能に支持される。スプ
ールは、スプール軸に取り付けられる。スプールは、糸巻き胴部と、フランジ部とを、有
している。糸巻き胴部は、外側に釣り糸が巻き付けられる。前フランジ部は、糸巻き胴部
の前側に設けられる。
【０００８】
　ドラグ機構は、制動部材と、ドラグ調節体とを、有している。制動部材は、スプールの
内側に収容され、スプールの回転を制動する。ドラグ調節体は、スプール軸の先端に取り
付けられ、制動部材の摩擦結合力を調節する。シール部材は、弾性変形可能である。シー
ル部材は、前フランジ部とドラグ調節体との間に形成される空間を塞ぐように、ドラグ調
節体側から前フランジ部へ向けて突設される。シール部材は、糸巻き胴部の前側に設けら
れた前フランジ部に、当接可能である。
【０００９】
　本スピニングリールでは、シール部材が前フランジ部に当接することによって、前フラ
ンジ部とドラグ調節体との間に形成される空間が、塞がれる。このように、本スピニング
リールでは、シール部材を前フランジ部に当接させているので、シール部材全体を配置す
るためのスペースを、スプールの糸巻き胴部の内側に確保する必要がない。このため、従
来技術と比較して、スプールの糸巻き胴部の外径を小さくすることができ、スプールに釣
り糸を十分に巻き付けることができる。すなわち、スプールに釣り糸を十分に巻き付ける
ことができるスピニングリールを、提供することができる。
【００１０】
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　発明２に係るスピニングリールでは、発明１に記載のスピニングリールにおいて、前フ
ランジ部が、スプール軸から離れる方向に延びる鍔部と、糸巻き胴部及び鍔部を接続する
接続部とを、有している。鍔部及び接続部の少なくともいずれか一方は、突起部を有して
いる。シール部材の先端部は、突起部に当接可能である。
【００１１】
　この場合、シール部材の先端部を、鍔部及び接続部の少なくともいずれか一方の突起部
に当接させることができるので、スプールの内側への異物の侵入を、より確実に防止する
ことができる。
【００１２】
　発明３に係るスピニングリールでは、発明２に記載のスピニングリールにおいて、突起
部が、鍔部及び接続部の少なくともいずれか一方から前方に、突出している。
【００１３】
　この場合、シール部材の先端部を、鍔部及び接続部の少なくともいずれか一方から前方
に突出する突起部に、当接させることができるので、鍔部及び／又は接続部を伝わって侵
入する異物を、より確実に防止することができる。
【００１４】
　発明４に係るスピニングリールでは、発明３に記載のスピニングリールにおいて、突起
部の先端部が、スプール軸に向けて折れ曲がっている。
【００１５】
　この場合、突起部の先端部が折れ曲がった部分と、鍔部及び接続部の少なくともいずれ
か一方との間において、シール部材の先端部を配置することができるので、シール部材の
先端部を突起部で覆うことができる。これにより、シール部材の先端部を保護できるとと
もに、鍔部及び／又は接続部を伝わって侵入する異物を、より確実に防止することができ
る
【００１６】
　発明５に係るスピニングリールでは、発明１から４のいずれか１項に記載のスピニング
リールにおいて、シール部材の先端側後面が、前フランジ部に当接可能である。
【００１７】
　この場合、シール部材の先端側後面を、前フランジ部に面接触させることができる。こ
れにより、異物の侵入を、シール部材によって確実に防止することができる。すなわち、
スプールの内側への異物の侵入を確実に防止できるスピニングリールを、提供することが
できる。
【００１８】
　発明６に係るスピニングリールでは、発明５に記載のスピニングリールにおいて、前フ
ランジ部が、鍔部と、接続部とを、有している。鍔部は、スプール軸から離れる方向に延
びる部分である。接続部は、糸巻き胴部及び鍔部を接続する部分である。接続部は、シー
ル部材の先端側後面に当接可能である当接平面を、有している。
【００１９】
　この場合、シール部材の先端側後面を、接続部の当接平面に面接触させることができる
。これにより、異物の侵入を、シール部材によってより確実に防止することができる。
【００２０】
　発明７に係るスピニングリールでは、発明１から６のいずれか１項に記載のスピニング
リールにおいて、ドラグ調節体が、調節ツマミと、当接部材と、固定部材とを、有してい
る。調節ツマミは、スプール軸の先端に螺合される。当接部材は、調節ツマミに配置され
、シール部材の前面に当接可能である。固定部材は、当接部材を調節ツマミに固定する。
【００２１】
　この場合、ドラグ調節体の当接部材をシール部材の前面に当接させることによって、ド
ラグ調節体の内部への異物の侵入を防止することができる。
【００２２】
　発明８に係るスピニングリールでは、発明７に記載のスピニングリールにおいて、固定
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部材が、ねじ部及び頭部を、有している。調節ツマミは、ねじ部が螺合されるボス部を、
有している。当接部材は、ボス部が挿入され且つ調節ツマミ及び頭部によって挟持される
挟持部を、有している。
【００２３】
　この場合、当接部材の挟持部には、調節ツマミのボス部が挿入される。この状態で、当
接部材の挟持部は、調節ツマミ及び頭部によって挟持される。これにより、固定部材のね
じ部を頭部側で調節ツマミのボス部に螺合することができるので、調節ツマミのボス部を
短くすることができる。すなわち、ドラグ調節体を小型化することができ、シール部材を
前フランジ部及び接続部の少なくともいずれか一方に当接させることができる。
【００２４】
　発明９に係るスピニングリールでは、発明８に記載のスピニングリールにおいて、ボス
部が、本体部、及び本体部の外周に設けられる大径部を、有している。挟持部は、頭部及
び大径部によって、挟持される。
【００２５】
　この場合、当接部材の挟持部は、固定部材の頭部、及び調節ツマミのボス部の大径部に
よって、挟持されるので、当接部材を固定部材によって調節ツマミに確実に固定すること
ができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、スプールに釣り糸を十分に巻き付けることができるスピニングリール
を、提供することができる。また、本発明によれば、スプールの内側への異物の侵入を確
実に防止できるスピニングリールを、提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の第１実施形態が採用されたスピニングリールの側面断面図。
【図２】図１の部分拡大断面図
【図３】図２の部分拡大断面図
【図４】本発明の第２実施形態が採用されたスピニングリールの部分拡大断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　＜第１実施形態＞
　図１に示すように、第１実施形態によるスピニングリール１００は、釣り糸を前方に繰
り出し可能なレバーブレーキ型のリールである。スピニングリール１００は、主に、ハン
ドル１と、ハンドル１を回転自在に支持するリール本体２と、ロータ３と、スプール４と
、ドラグ機構３０と、シール部材５０とを、備えている。
【００２９】
　ハンドル１は、リール本体２に回転自在に装着される。ハンドル１は、折り畳み可能な
ハンドルアーム３８と、ハンドルアーム３８の先端に回転自在に装着されたハンドル把手
３９と、を有している。ハンドル１は、回転軸であるマスターギア軸１０に取り付けられ
る。
【００３０】
　リール本体２は、図１に示すように、釣り竿に装着される前後に長い竿装着部２ｃと、
竿装着部２ｃと間隔を隔てて配置されたリールボディ２ａと、竿装着部２ｃとリールボデ
ィ２ａとを連結する脚部２ｂとを有している。リールボディ２ａは、内部に機構装着空間
を有している。リールボディ２ａは、脚部２ｂと一体形成され、側部が開口している。リ
ールボディ２ａの開口は、蓋部材（図示しない）により塞がれている。リール本体２の後
部は、ガード部材３５により覆われている。
【００３１】
　図１に示すように、リールボディ２ａの内部には、ロータ駆動機構５と、レバーブレー
キ機構６と、オシレーティング機構２０とが、設けられている。
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【００３２】
　ロータ駆動機構５は、ハンドル１に連動してロータ３を回転させるための機構である。
ロータ駆動機構５は、図１に示すように、ハンドル１が一体回転可能に固定されたマスタ
ーギア軸１０と、マスターギア軸１０とともに回転するマスターギア１１と、マスターギ
ア１１に噛み合うピニオンギア１２と、を有している。
【００３３】
　マスターギア軸１０は、マスターギア１１と一体で筒状に形成されている。マスターギ
ア軸１０は、リールボディ２ａ及び蓋部材（図示しない）それぞれに、回転自在に支持さ
れている。
【００３４】
　マスターギア１１は、マスターギア軸１０とともに回転する。マスターギア１１は、マ
スターギア軸１０と一体に形成されている。なお、マスターギア１１は、マスターギア軸
１０と別体で設けられてもよい。
【００３５】
　図１に示すように、ピニオンギア１２は、マスターギア１１に噛み合う部材である。ピ
ニオンギア１２は、筒状に形成されている。ピニオンギア１２の前部１２ａは、ロータ３
の貫通孔３ｅを貫通してスプール４側に延びている。また、ピニオンギア１２の前部１２
ａは、ナット１３を介して、ロータ３に固定されている。すなわち、ピニオンギア１２の
前部１２ａにおいて、ロータ３は、ナット１３によりピニオンギア１２に一体回転可能に
固定されている。
【００３６】
　また、ピニオンギア１２は、その軸方向の中間部と後端部とが、それぞれ軸受１４ａ、
１４ｂを介して、リール本体２例えばリールボディ２ａに、回転自在に支持されている。
また、ピニオンギア１２は、先端部において、軸受１４ｃにより、回転自在に支持されて
いる。
【００３７】
　レバーブレーキ機構６は、ロータ３の糸繰り出し方向の回転（逆転）を制動するための
機構である。すなわち、レバーブレーキ機構６は、ロータ制動装置である。レバーブレー
キ機構６は、図１に示すように、ロータ用の制動部１６と、ロータ用の制動部１６の制動
力を調節操作するための制動レバー１７とを、有している。ロータ用の制動部１６は、ロ
ータ３の内周部に配置され、ロータ３を制動する。制動レバー１７は、ロータ用の制動部
１６がロータ３を制動する所定制動状態と、ロータ用の制動部１６の制動を解除する制動
解除状態とに、ロータ用の制動部１６の状態を切換可能である。
【００３８】
　オシレーティング機構２０は、ハンドル１の回転に連動して動作し、スプール軸８を介
してスプール４を前後に往復移動させる。オシレーティング機構２０は、図１に示すよう
に、トラバースカム式のものであり、中間ギア２０ａと、トラバースカム軸２０ｂと、ス
ライダ２０ｃとを、有している。トラバースカム軸２０ｂは、スプール軸８と平行な軸回
りに回転自在に、リールボディ２ａに装着される。スライダ２０ｃは、トラバースカム軸
２０ｂの回転により、トラバースカム軸２０ｂに沿って前後方向に移動する。スライダ２
０ｃには、スプール軸８の後端が回転不能に固定されている。中間ギア２０ａは、トラバ
ースカム軸２０ｂの先端に固定されている。中間ギア２０ａは、ピニオンギア１２に噛み
合っている。
【００３９】
　ロータ３は、リール本体２に回転自在に支持されている。ロータ３は、図１に示すよう
に、円筒部３ａと、円筒部３ａの側方に互いに対向して設けられた第１アーム部３ｂ及び
第２アーム部３ｃとを、有している。円筒部３ａの前壁３ｄの中央部には、貫通孔３ｅを
有するボス部３ｆが、形成されている。この貫通孔３ｅには、スプール軸８及びピニオン
ギア１２が、貫通している。円筒部３ａの内周部には、ロータ用の制動部１６が、配置さ
れている。レバーブレーキ機構６の制動レバー１７が操作されると、ロータ用の制動部１
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６を介して、円筒部３ａ（ロータ３）が制動される。第１アーム部３ｂの先端と第２アー
ム部３ｃの先端部とには、ベールアーム９が揺動自在に設けられている。このベールアー
ム９により釣り糸がスプール４に案内される。
【００４０】
　図１に示すように、スプール４は、ロータ３の前部において、前後移動自在に配置され
ている。スプール４は、ロータ３の第１アーム部３ｂと第２アーム部３ｃとの間に配置さ
れている。スプール４は、スプール軸８の先端に着脱自在に装着されている。
【００４１】
　図２に示すように、スプール４は、スプール本体２２と、スプール筒部２４とを、有し
ている。スプール本体２２は、糸巻き胴部２２ａと、前フランジ部２５と、後フランジ部
３２ｂ、筒状部４２ｂとを、有している。糸巻き胴部２２ａは、筒状に形成されている。
糸巻き胴部２２ａの外周面には、釣り糸が巻き付けられる。
【００４２】
　前フランジ部２５は、糸巻き胴部２２ａの前側に設けられる。前フランジ部２５は、糸
巻き胴部２２ａの前端部から径方向外方に延びている。前フランジ部２５は、鍔部２７と
、接続部２８とを、有している。鍔部２７は、スプール軸８から離れる方向に延びる部分
である。鍔部２７は、実質的に円環状に形成されている。
【００４３】
　図２に示すように、接続部２８は、糸巻き胴部２２ａ及び鍔部２７を接続する部分であ
る。接続部２８は、糸巻き胴部２２ａと鍔部２７とに一体に形成されている。接続部２８
は、当接平面２８ａを有している。当接平面２８ａは、シール部材５０の先端側後面、例
えば後述する傾斜部５２ｂの後面に、当接可能である。当接平面２８ａは、接続部２８の
内周側に形成されている。当接平面２８ａは、接続部２８の内周面において、円周方向に
形成されている。また、当接平面２８ａは、鍔部２７の前面から糸巻き胴部２２ａの内周
面に向けて、傾斜している。
【００４４】
　鍔部２７及び接続部２８の少なくともいずれか一方は、突起部２９を有している。ここ
では、突起部２９は、鍔部２７に形成されている。突起部２９は、鍔部２７から前方に突
出しており、且つ円周方向に円環状に形成されている。突起部２９の先端部には、スプー
ル軸８に向けて折れ曲がる屈曲部２９ａが、形成されている。屈曲部２９ａは、突起部２
９の先端部において、円環状に突起部２９と一体に形成されている。
【００４５】
　図２に示すように、後フランジ部３２ｂは、糸巻き胴部２２ａの後端部に設けられてい
る。また、後フランジ部３２ｂは、糸巻き胴部２２ａの後端部から径方向外方に延びてい
る。筒状部４２ｂは、後フランジ部３２ｂの外周部から後方に向けて延びる部分である。
筒状部４２ｂは、糸巻き胴部２２ａより大径に形成されている。筒状部４２ｂは、ロータ
３の円筒部３ａを覆うように、後フランジ部３２ｂと一体成形されている。
【００４６】
　図２に示すように、スプール筒部２４は、スプール軸８に回転不能かつ着脱自在に装着
されている。スプール筒部２４は、スプール本体２２及びドラグ機構３０を、スプール軸
８から着脱可能である。
【００４７】
　図２に示すように、ドラグ機構３０は、スプール４の回転を制動するものである。ドラ
グ機構３０は、スプール軸８の先端に装着されるドラグ調節体４０と、ドラグ調節体４０
により押圧される押圧部材６０と、押圧部材６０により押圧されてスプール４を制動する
スプール用の制動部６２（制動部材の一例）とを、有している。
【００４８】
　図３に示すように、ドラグ調節体４０は、調節ツマミ４１と、ナット４３と、当接部材
４４と、固定部材４５とを、有している。調節ツマミ４１は、スプール用の制動部６２の
摩擦結合力を調節するためのものである。調節ツマミ４１は、スプール軸８の先端部に装
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着される。詳細には、調節ツマミ４１は、ナット４３を介して、スプール筒部２４に、装
着される。例えば、調節ツマミ４１は、ナット４３に対して相対回転不能に装着され、ナ
ット４３とともにスプール筒部２４に沿って軸方向に移動可能である。また、スプール筒
部２４は、上述したようにスプール軸８の先端部に回転不能かつ着脱自在に装着されてい
る。このことから、調節ツマミ４１は、ナット４３及びスプール筒部２４を介して、スプ
ール軸８の先端部に着脱自在である。
【００４９】
　調節ツマミ４１は、ボス部４６を、有している。ボス部４６には、固定部材４５のねじ
部４５ａ（後述する）が螺合される。詳細には、ボス部４６は、ボス本体部４６ａと、ボ
ス本体部４６ａの外周に設けられる大径部４６ｂとを、有している。ボス本体部４６ａは
、実質的に筒状に形成されている。ボス本体部４６ａの内周部には、雌ねじ部４６ｃが形
成されている。この雌ねじ部４６ｃには、固定部材４５のねじ部４５ａ（雄ねじ部）が螺
合される。
【００５０】
　ナット４３は、調節ツマミ４１に対して、相対回転不能且つ軸方向に相対移動可能に装
着される。ナット４３の内周面には雌ねじ部４３ａが形成されており、この雌ねじ部４３
ａがスプール筒部２４の雄ねじ部２４ａに螺合される。これにより、調節ツマミ４１を回
転させると、ナット４３は、調節ツマミ４１とともに回転し、且つスプール筒部２４に沿
って移動する。
【００５１】
　当接部材４４は、調節ツマミ４１に配置され、シール部材５０の前面に当接可能である
。当接部材４４は、本体部４４ａと、当接部４４ｂと、挟持部４４ｃとを、有している。
当接部４４ｂは、本体部４４ａに一体に形成されている。当接部４４ｂは、本体部４４ａ
から外方に円筒状に突出している。当接部４４ｂの先端部は、シール部材５０の先端側前
面、例えば後述する傾斜部５２ｂの前面に、当接可能である。挟持部４４ｃには、調節ツ
マミ４１のボス部４６が挿入される。挟持部４４ｃは、調節ツマミ４１及び固定部材４５
によって挟持される。詳細には、挟持部４４ｃは、調節ツマミ４１の大径部４６ｂ及び固
定部材４５の頭部４５ｂ（後述する）によって、挟持される。
【００５２】
　固定部材４５は、当接部材４４を調節ツマミ４１に固定するための部材である。固定部
材４５は、ねじ部４５ａと、頭部４５ｂとを、有している。例えば、ねじ部４５ａは、雄
ねじ部である。頭部４５ｂは、ねじ部４５ａより大径に形成されている。
【００５３】
　押圧部材６０は、ドラグ機構３０のドラグ調節体４０と、ドラグ機構３０のスプール用
の制動部６２との間に配置される。押圧部材６０は、バネ部材６１を介してドラグ調節体
４０により押圧される。具体的には、上述したように、調節ツマミ４１を回転させると、
ナット４３が、調節ツマミ４１とともに回転し、且つスプール筒部２４に沿って移動する
。すると、ナット４３によってバネ部材６１が押圧され、このバネ部材６１によって押圧
部材６０が押圧される。すると、押圧部材６０がスプール筒部２４に沿って移動し、スプ
ール用の制動部６２が押圧される。
【００５４】
　また、押圧部材６０は、シール部材５０を支持する部材としても機能する。押圧部材６
０の外周部には環状溝部６０ａが形成され、この環状溝部６０ａにシール部材５０が配置
される。このため、調節ツマミ４１を回転させ、押圧部材６０がスプール筒部２４に沿っ
て移動すると、シール部材５０も押圧部材６０とともにスプール筒部２４に沿って移動す
る。
【００５５】
　図２に示すように、スプール用の制動部６２は、スプール４の内側に収容され、スプー
ル４の回転を制動する。スプール用の制動部６２は、複数の摩擦部材から構成されている
。調節ツマミ４１が操作されると、複数の摩擦部材の摩擦結合力が調節され、スプール４
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の回転に対する制動力が調節される。具体的には、調節ツマミ４１が第１方向に回転され
ると、複数の摩擦部材の摩擦結合力が増加し、スプール４の回転時の制動力が増加する。
一方で、調節ツマミ４１が、第１方向とは反対の第２方向に回転されると、複数の摩擦部
材の摩擦結合力が減少し、スプール４の回転時の制動力が低下する。このようにして、ス
プール４の回転時の制動力が、調節される。
【００５６】
　図２及び図３に示すように、シール部材５０は、スプール筒部２４に装着される。具体
的には、シール部材５０は、ドラグ機構３０の押圧部材６０を介して、スプール筒部２４
に装着される。すなわち、シール部材５０は、押圧部材６０及びスプール筒部２４を介し
て、スプール軸８に装着される。
【００５７】
　シール部材５０は、弾性変形可能である。シール部材５０は、スプール４とドラグ調節
体４０との間に形成される空間を塞ぐように、ドラグ調節体４０側からスプール側へ向け
て突設される。シール部材５０は、前フランジ部２５に当接可能である。例えば、シール
部材５０は、前フランジ部２５の突起部２９に当接している。また、シール部材５０は、
ドラグ調節体４０に当接可能である。例えば、シール部材５０は、ドラグ調節体４０の当
接部材４４に当接可能である。
【００５８】
　具体的には、図３に示すように、シール部材５０は、装着部５１と、装着部５１から外
方に延びるシール部５２とを、有している。装着部５１は、円筒状に形成されている。装
着部５１の内周部は、押圧部材６０の外周部に装着される。例えば、装着部５１の内周部
は、押圧部材６０の環状溝部６０ａに、装着される。
【００５９】
　シール部５２は、装着部５１の外周部に一体に形成されている。シール部５２は、実質
的に円環板状に形成されている。シール部材５０の先端部は、前フランジ部２５の突起部
２９に当接している。シール部材５０の先端側後面が、前フランジ部２５に当接可能であ
る。また、シール部材５０の先端側前面は、当接部材４４に当接している。
【００６０】
　具体的には、シール部５２は、基端部５２ａと、傾斜部５２ｂとを、有している。基端
部５２ａは、装着部５１から半径方向外方（スプール軸から離れる方向）に延びる部分で
ある。傾斜部５２ｂは、基端部５２ａから前方に傾斜しながら延びる部分である。ここで
は、傾斜部５２ｂの先端が、前フランジ部２５の鍔部２７に形成された突起部２９に、当
接している。また、傾斜部５２ｂの先端は、スプール軸８に沿った方向において、突起部
２９の屈曲部２９ａと前フランジ部２５との間に、配置されている。また、傾斜部５２ｂ
の前面は、当接部材４４の当接部４４ｂに当接している。
【００６１】
　さらに、傾斜部５２ｂの後面と接続部２８の当接平面２８ａとの間には、所定の隙間が
設けられている。図２及び図３では、傾斜部５２ｂの後面と接続部２８の当接平面２８ａ
との間に所定の隙間が表現されているが、傾斜部５２ｂの後面は、前フランジ部２５の接
続部２８の当接平面２８ａに当接可能である。例えば、ドラグ調節体４０が操作され、ド
ラグ調節体４０がスプール４に接近した場合に、傾斜部５２ｂの後面は、前フランジ部２
５の接続部２８の当接平面２８ａに当接する。一方で、上記の隙間が形成された状態で、
ドラグ調節体４０が配置されている場合、傾斜部５２ｂの前面に外力が作用すると、傾斜
部５２ｂが、前側フランジ部に向けて弾性変形し、前フランジ部２５の接続部２８の当接
平面２８ａに当接可能である。これにより、糸巻き胴部２２ａの内側への異物の侵入を、
確実に防止することができる。なお、シール部５２の傾斜部５２ｂの前面は、ドラグ調節
体４０の当接部材４４（当接部４４ｂ）に当接しているので、ドラグ調節体４０の内側へ
の異物の侵入も防止されている。
【００６２】
　＜まとめ＞
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　（Ａ）本スピニングリール１００は、釣り糸を前方に繰り出すリールである。本スピニ
ングリール１００は、リール本体２と、スプール軸８と、スプール４と、ドラグ機構３０
と、シール部材５０とを、備えている。スプール軸８は、リール本体２に前後移動可能に
支持される。スプール４は、スプール軸８に取り付けられる。スプール４は、糸巻き胴部
２２ａと、前フランジ部２５とを、有している。糸巻き胴部２２ａは、外側に釣り糸が巻
き付けられる。前フランジ部２５は、糸巻き胴部２２ａの前側に設けられる。
【００６３】
　ドラグ機構３０は、スプール用の制動部６２と、ドラグ調節体４０とを、有している。
スプール用の制動部６２は、スプール４の内側に収容され、スプール４の回転を制動する
。ドラグ調節体４０は、スプール軸８の先端に取り付けられ、スプール用の制動部６２の
摩擦結合力を調節する。シール部材５０は、弾性変形可能である。シール部材５０は、前
フランジ部２５とドラグ調節体４０との間に形成される空間を塞ぐように、ドラグ調節体
４０側から前フランジ部２５へ向けて突設される。シール部材５０は、糸巻き胴部２２ａ
の前側に設けられた前フランジ部２５に、当接可能である。
【００６４】
　本スピニングリール１００では、シール部材５０が前フランジ部２５に当接することに
よって、前フランジ部２５とドラグ調節体４０との間に形成される空間が、塞がれる。こ
のように、本スピニングリール１００では、シール部材５０を前フランジ部２５に当接さ
せているので、シール部材５０全体を配置するためのスペースを、スプール４の糸巻き胴
部２２ａの内側に確保する必要がない。このため、従来技術と比較して、スプール４の糸
巻き胴部２２ａの外径を小さくすることができ、スプール４に釣り糸を十分に巻き付ける
ことができる。すなわち、スプール４に釣り糸を十分に巻き付けることができるスピニン
グリールを、提供することができる。
【００６５】
　（Ｂ）本スピニングリール１００では、糸巻き胴部２２ａの前側に設けられた前フラン
ジ部２５が、スプール軸８から離れる方向に延びる鍔部２７と、糸巻き胴部２２ａ及び鍔
部２７を接続する接続部２８とを、有している。鍔部２７及び接続部２８の少なくともい
ずれか一方は、突起部２９を有している。シール部材５０の先端部は、突起部２９に当接
可能である。
【００６６】
　この場合、シール部材５０の先端部を、鍔部２７及び接続部２８の少なくともいずれか
一方の突起部２９に当接させることができるので、スプールの内側への異物の侵入を、よ
り確実に防止することができる。
【００６７】
　（Ｃ）本スピニングリール１００では、突起部２９が、鍔部２７及び接続部２８の少な
くともいずれか一方から前方に、突出している。
【００６８】
　この場合、シール部材５０の先端部を、鍔部２７及び接続部２８の少なくともいずれか
一方から前方に突出する突起部２９に、当接させることができるので、鍔部及び／又は接
続部を伝わって侵入する異物を、より確実に防止することができる。
【００６９】
　（Ｄ）本スピニングリール１００では、突起部２９の先端部が、スプール軸８に向けて
折れ曲がっている。
【００７０】
　この場合、突起部２９の先端部が折れ曲がった部分と、鍔部２７及び接続部２８の少な
くともいずれか一方との間において、シール部材５０の先端部を配置することができるの
で、シール部材の先端部を突起部で覆うことができる。これにより、シール部材の先端部
を保護できるとともに、鍔部及び／又は接続部を伝わって侵入する異物を、より確実に防
止することができる。
【００７１】
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　（Ｅ）本スピニングリール１００では、シール部材５０の先端側後面が、糸巻き胴部２
２ａの前側に設けられた前フランジ部２５に、当接可能である。
【００７２】
　この場合、シール部材５０の先端側後面を前フランジ部２５に面接触させることができ
る。これにより、異物の侵入を、シール部材５０によって確実に防止することができる。
すなわち、スプール４の内側への異物の侵入を確実に防止できるスピニングリールを、提
供することができる。
【００７３】
　（Ｆ）本スピニングリール１００では、前フランジ部２５が、鍔部２７と、接続部２８
とを、有している。鍔部２７は、スプール軸８から離れる方向に延びる部分である。接続
部２８は、糸巻き胴部２２ａ及び鍔部２７を接続する部分である。接続部２８は、シール
部材５０の先端側後面に当接可能である当接平面２８ａを、有している。
【００７４】
　この場合、シール部材５０の先端側後面を、接続部２８の当接平面２８ａに面接触させ
ることができる。これにより、異物の侵入を、シール部材５０によってより確実に防止す
ることができる。
【００７５】
　（Ｇ）本スピニングリール１００では、ドラグ調節体４０が、調節ツマミ４１と、当接
部材４４と、固定部材４５とを、有している。調節ツマミ４１は、スプール軸８の先端に
螺合される。当接部材４４は、調節ツマミ４１に配置され、シール部材５０の前面に当接
可能である。固定部材４５は、当接部材４４を調節ツマミに固定する。
【００７６】
　この場合、ドラグ調節体４０の当接部材４４をシール部材５０の前面に当接させること
によって、ドラグ調節体４０の内部への異物の侵入を防止することができる。
【００７７】
　（Ｈ）本スピニングリール１００では、固定部材４５が、ねじ部４５ａ及び頭部４５ｂ
を、有している。調節ツマミ４１は、ねじ部４５ａが螺合されるボス部４６を、有してい
る。当接部材４４は、ボス部４６が挿入され且つ調節ツマミ４１及び頭部４５ｂによって
挟持される挟持部４４ｃを、有している。
【００７８】
　この場合、当接部材４４の挟持部４４ｃには、調節ツマミ４１のボス部４６が挿入され
る。この状態で、当接部材４４の挟持部４４ｃは、調節ツマミ４１及び頭部４５ｂによっ
て挟持される。これにより、固定部材４５のねじ部４５ａを頭部４５ｂ側で調節ツマミ４
１のボス部４６に螺合することができるので、調節ツマミ４１のボス部４６を短くするこ
とができる。すなわち、ドラグ調節体４０を小型化することができ、シール部材５０を前
フランジ部２５及び接続部２８の少なくともいずれか一方に当接させることができる。
【００７９】
　（Ｉ）本スピニングリール１００では、ボス部４６が、ボス本体部４６ａ、及びボス本
体部４６ａの外周に設けられる大径部４６ｂを、有している。挟持部４４ｃは、頭部４５
ｂ及び大径部４６ｂによって、挟持される。
【００８０】
　この場合、当接部材４４の挟持部４４ｃは、固定部材４５の頭部４５ｂ、及び調節ツマ
ミ４１のボス部４６の大径部４６ｂによって、挟持されるので、当接部材４４を固定部材
４５によって調節ツマミ４１に確実に固定することができる。
【００８１】
　＜第２実施形態＞
　第２実施形態によるスピニングリールでは、シール部材５０がスプール４に当接する形
態が、第１実施形態と異なる。このため、シール部材５０の構成及びスプール４の構成は
、第１実施形態と異なる部分について詳細に説明し、第１実施形態と同様の構成について
は、説明を簡略又は省略する。また、シール部材５０及びスプール４を除く構成について
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は、その説明を省略する。また、ここで省略された構成の説明は、第１実施形態の構成に
準ずるものとする。なお、図４では、第１実施形態と同じ構成については、同じ番号を付
している。
【００８２】
　図４に示すように、スプール４は、スプール本体２２と、スプール筒部２４とを、有し
ている。スプール筒部２４については、第１実施形態と同様の構成であるので、ここでは
説明を省略する。
【００８３】
　スプール本体２２は、糸巻き胴部２２ａと、前フランジ部２５（フランジ部の一例）と
、後フランジ部３２ｂ（図１を参照）と、筒状部４２ｂ（図１を参照）とを、有している
。前フランジ部２５は、鍔部２７と、接続部２８とを、有している。鍔部２７の内周部に
は、シール部材５０が当接する第１当接平面２７ａを、有している。接続部２８は、第２
当接平面２８ａ（当接平面の一例）を、有している。第２当接平面２８ａは、シール部材
５０の先端側後面に当接可能である。第２当接平面２８ａは、円周方向において、接続部
２８の内周面に沿って形成されている。また、第２当接平面２８ａは、鍔部２７の前面か
ら糸巻き胴部２２ａの内周面に向けて、傾斜している。なお、後フランジ部３２ｂ及び筒
状部４２ｂについては、第１実施形態と同様の構成であるので、ここでは説明を省略する
。
【００８４】
　シール部材５０は、弾性変形可能である。図４に示すように、シール部材５０は、スプ
ール４とドラグ調節体４０との間に形成される空間を塞ぐように、ドラグ調節体４０側か
らスプール４側へ向けて突設される。シール部材５０は、前フランジ部２５に当接可能で
ある。具体的には、シール部材５０は、前フランジ部２５の鍔部２７に当接している。
【００８５】
　シール部材５０は、スプール筒部２４に装着される。具体的には、シール部材５０は、
ドラグ機構３０の押圧部材６０を介して、スプール筒部２４に装着される。すなわち、シ
ール部材５０は、押圧部材６０及びスプール筒部２４を介して、スプール軸８に装着され
る。
【００８６】
　シール部材５０は、装着部５１と、装着部５１から外方に延びるシール部５２とを、有
している。装着部５１は円筒状に形成されており、装着部５１の内周部が押圧部材６０の
外周部に装着される。シール部５２は、装着部５１の外周部に一体に形成されている。シ
ール部５２は、実質的に円環板状に形成されている。シール部材５０の先端部及びシール
部材５０の先端側後面が、前フランジ部２５に当接している。
【００８７】
　具体的には、シール部５２は、基端部５２ａと、傾斜部５２ｂとを、有している。基端
部５２ａは、装着部５１から半径方向外方に延びる部分である。傾斜部５２ｂは、基端部
５２ａから前方に傾斜しながら延びる部分である。ここでは、傾斜部５２ｂの先端が、前
フランジ部２５の鍔部２７の第１当接平面２７ａに、当接している。また、傾斜部５２ｂ
の後面は、前フランジ部２５の接続部２８の第２当接平面２８ａに当接可能である。例え
ば、ドラグ調節体４０が操作され、ドラグ調節体４０がスプール４に接近した場合に、傾
斜部５２ｂの後面は、前フランジ部２５の接続部２８の第２当接平面２８ａに当接可能で
ある。一方で、上記の隙間が形成された状態で、ドラグ調節体４０が配置されている場合
、傾斜部５２ｂの前面に外力が作用すると、傾斜部５２ｂが、前フランジ部２５に向けて
弾性変形し、前フランジ部２５の接続部２８の第２当接平面２８ａに当接可能である。こ
れにより、糸巻き胴部２２ａの内側への異物の侵入を、確実に防止することができる。な
お、シール部の傾斜部５２ｂの前面は、第１実施形態と同様に、ドラグ調節体４０の当接
部材４４（当接部４４ｂ）に当接しているので、ドラグ調節体４０の内側への異物の侵入
も防止されている。
【００８８】
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　＜他の実施形態＞
　（Ａ）前記第１実施形態では、前フランジ部２５の突起部２９に屈曲部２９ａが形成さ
れる場合の例を示したが、シール部材５０（傾斜部５２ｂの先端）が突起部２９に当接可
能であれば、必ずしも突起部２９に屈曲部２９ａを形成する必要はない。
【００８９】
　（Ｂ）前記第１実施形態では、突起部２９が鍔部２７に形成される場合の例を示したが
、突起部２９は、前フランジ部２５に形成されていれば、どのように形成されていてもよ
い。例えば、突起部２９は、接続部２８に形成されていてもよい。また、突起部２９は、
鍔部２７及び接続部２８を跨ぐように形成されてもよい。
【００９０】
　（Ｃ）前記第２実施形態では、鍔部２７の厚みを厚くし、シール部材５０（傾斜部５２
ｂの先端）を鍔部２７に当接させる場合の例を示した。これに代えて、接続部２８の外周
側の厚みを部分的に厚くし、図４に示した第１当接平面２７ａを、形成してもよい。また
、鍔部２７及び接続部２８を跨ぐように、第１当接平面２７ａを形成してもよい。
【００９１】
　（Ｄ）前記第１及び第２実施形態では、レバーブレーキ型のスピニングリールを一例と
して説明を行ったが、スピニングリールは、非レバーブレーキ型のリールであってもよい
。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　本発明は、スピニングリールに対して、広く適用可能である。
【符号の説明】
【００９３】
　１００　スピニングリール
　２　　　リール本体
　４　　　スプール
　８　　　スプール軸
　２２ａ　糸巻き胴部
　２５　　前フランジ部
　２７　　鍔部
　２８　　接続部
　２９　　突起部
　２８ａ　当接平面、第２当接平面
　３０　　ドラグ機構
　４０　　ドラグ調節体
　５０　　シール部材
　６２　　制動部（制動部材の一例）
　４１　　調節ツマミ
　４４　　当接部材
　４４ｃ　挟持部
　４５　　固定部材
　４５ａ　ねじ部
　４５ｂ　頭部
　４６　　ボス部
　４６ｂ　大径部
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